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テーマ：神の愛に留まる
ヨハネによる福音書 13章31〜35節、ヨハネの手紙一 4章13〜21節

1， 聖書の学び 
本日の箇所は、イエス・キリストが十字架を前にして弟子たちに与えられた「新しい戒め」と、その後に初代教会において深められた「神の愛に留まる」という真理を重ね合わせています。私たちが自力で愛するのではなく、まず神から注がれた愛が動機となり、それが教会の交わりの中でどのように実践されるべきかを教えています。
① 十字架の「栄光」と「新しい戒め」の基準（ヨハネ福音書13:31-34）。この箇所は、主イエスを裏切るユダが最後の晩餐の席を立ち、夜の闇へと消えていった直後に語られます。ユダの離反により十字架への道が確定したまさにその瞬間、主イエスは「今や、人の子は栄光を受けた」と宣言されます。ヨハネ福音書における「栄光」は、世俗的な勝利ではありません。十字架上で自分を完全に無とし、他者のために命を捨てることです。十字架という最大の「敗北」の場が、神の愛が最も鮮烈に輝く「栄光の玉座」となるという深い逆説がここにあります。
そして主イエスは「新しい戒め」を与えます。「隣人を愛しなさい」という教え自体は旧約聖書（レビ記19章18節）にもありました。ここで「新しい」とされるのは、愛するための土台（根拠）が新たにされたからです。つまり、「わたし（キリスト）があなたがたを愛したように」という、圧倒的な自己犠牲の愛（アガペー）が新たな土台となりました。
② 「この世」に対する証しとしての愛（ヨハネ福音書13:35）。主イエスは、「互いに愛し合うならば、それによってあなたがたがわたしの弟子であることを、皆が知るであろう」と語られました。初代教会において、キリストの弟子であることの証明は、正しい知識や奇跡を行う力ではありませんでした。教会共同体の中での「互いへの愛」こそ、彼らが神に属していることの目に見える証拠（証し）でした。この愛の交わりは、自己中心によって分断された「この世」の常識とは異質なもので、それを目にする「世の人々」にイエス・キリストの神を伝える宣教的意義があります。
③ 聖霊による「留まり」と恐れからの解放（1ヨハネ4:13-18）。ヨハネ文書において「留まる」はキーワードです。その「留まり」は一時的なものであるよりも、いのちの深いところに根差す永続的な結びつきを意味します。目に見えない神が私たちの内に留まっておられる証拠として、神は霊（聖霊）を与えてくださいました（13節）。私たちがきょうだいを愛そうとする思い自体、内に住んでおられる聖霊の働きによるものです。
また、「愛には恐れがない」（18節）と言われます。ここでの「恐れ」とは、なによりも神の裁きに対する恐怖です。神の愛が私たちの内で全うされるとき、私たちは自分が「完全に受け入れられている」ことを知ります。自分をよく見せようとする自己防衛や、罰を恐れる奴隷的な怯えは、この完全な愛によって締め出されます。
④ 目に見える愛の優先性、「受肉」の論理（1ヨハネ4:19-21）。「私たちが愛するのは、神がまず私たちを愛してくださったからです」（19節）。キリスト教の信仰はすべて、この「神からの先行する恵み」への応答に基づきます。 著者は続けて「目に見えない神を愛している」と言いながら「目に見えるきょうだいを憎む」者を、偽り者と厳しく断じます。神はキリストにおいて、肉体をとって（受肉して）、目に見える存在として来られました。それゆえ、神への愛は、抽象的な精神世界に留まることを許しません。必ず「きょうだい（隣人）への具体的な愛の行為」として、目に見える形でこの世に実践されなければならないのです。

２，信仰の分かち合い　 もし何かあれば自由にお話しください
問1：「愛の土台としてのキリストの愛」について
主は「わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい」と、新しい愛の土台を示されました。これまでの信仰の歩みや生活の中で、キリストの愛が自分の愛し方をどのように変えてくれたと感じますか。また、主イエスの愛と私たちが日頃行っている「親切」は同じでしょうか、違いがあるでしょうか。
問２：「目に見える愛の実践」について
「目に見えるきょうだいを愛さない者は、目に見えない神を愛することができない」とあります。教会の交わりや家庭・友人関係などの身近な人間関係において、具体的にどのような「小さな愛の実践」が必要だと感じますか。
